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建材情報交流会 －建築材料から“環境”を考える－

「衛生陶器の防汚技術について」



環境基本理念

ＩＮＡＸは、循環型社会の構築が人類にとって最も重要な課題で
あることを認識し、人と地球を考えた「環境美の創造と提供」を
企業活動に関わるあらゆる場面で追求することにより、真の企
業市民（コーポレイトシチズン）を目指します。 （97.5.21制定）

人と地球を考えた

ものづくり・企業活動

人と地球を考えた

ものづくり・企業活動 （Ｉ＋Ｏ）

Ｐ

地球への負荷

価値



汚れと水まわりの掃除に対する意識調査

（20代から40代の既婚女性589名）

防汚による商品価値(Performance)の向上



トイレ（衛生陶器）のＬＣＥ，ＬＣＣＯ２

材料調達

製造

物流

使用（１年間）

廃棄（埋立）

エネルギー使用量
(全体に占める割合，%)

ＣＯ２排出量
(全体に占める割合，%)

17.4 19.2

22.8 20.5

4.4 4.6

51.1 53.0

4.3 2.7

使用時の
環境負荷低減

水・洗剤使用量の
低減

防汚性能の防汚性能の
付与付与





(a)水アカ断面 (b)Si分布

水アカ

釉

5μm 5μm

釉薬表面に形成された水アカ汚れ（断面）

★水アカ：
水道水中に含まれる溶性ケイ酸（無機物）が湿潤、
乾燥の繰り返しで、衛生陶器表面に析出、堆積する。





(a)非処理

(b)表面水酸基ナノ分子処理

表面水酸基のナノ分子処理（プロガード）による水アカ防汚

★衛生陶器が本来持っている硬さ、耐久性、
意匠などを保ったまま、水アカに対する高い
防汚性能を付与できる。





応用：トイレを汚れにくくする

プロガード処理：トイレ表面へ
汚れが付きにくくなる →節水



水アカ汚れ発生部分
（乾湿が繰り返される）

細菌汚れ発生部分
（水没している）

トイレ（衛生陶器）に発生する汚れと発生部位



トイレの尿石汚れをつきにくくする

・JIS Z2801
・抗菌製品技術協議会（ＳＩＡＡ）

滅菌

時 間
０

抗菌

殺菌

増
殖
曲
線

生

菌

数

（2桁減）

10-2

滅菌

時 間
０

抗菌

殺菌

増
殖
曲
線

生

菌

数

（2桁減）

10-2

KILAMIC：トイレ表面へ尿石汚れが付きにくくなる →節水
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